
   

 

 

 

 

 農 業 生 産 基 盤 整 備 に携 わる者 にとって地 球 温 暖 化 の影 響 といえば、降 雨 形 態 の変 化 による水

利 施 設 の能 力 不 足 などが思 い浮 かびますが、作 物 の生 産 には、どのような影 響 があるのでしょうか。 

今 回 、地 方 独 立 行 政 法 人 北 海 道 立 総 合 研 究 機 構 中 央 農 業 試 験 場 の志 賀 弘 行 農 業 環 境 部 長

に作 物 生 産 における地 球 温 暖 化 の影 響 について寄 稿 していただきました。 

 

 

日 本 に お け る 21 世 紀 末 の 気 候 変 化 予 測（ 気 象 庁 、地

球 温 暖 化 情 報 第 ６ 巻 、2005）に よ れ ば 、・気 温 は 一 年 を

通 し て 全 国 的 に 上 昇 し 、特 に 北 日 本 の 冬 か ら 春 に か け て

の 上 昇 が 大 き い こ と 、 年 平 均 気 温 は 2～ 3℃ （ 北 海 道 の

一 部 で 4℃ ）程 度 上 昇 す る こ と が 予 想 さ れ て い ま す 。ま

た 、具 体 的 な 対 応 が 急 が れ る 2030 年 代 頃 の 近 い 将 来 に

お い て も 、 各 種 の 予 測 例 で 平 均 気 温 の 1～ 2℃ 程 度 の 上

昇 が 想 定 さ れ て い ま す 。北 海 道 に お け る 現 在 の 稲 作 地 帯

か ら 草 地 酪 農 地 帯 に 至 る 農 業 形 態 の 地 帯 区 分 が 、平 均 気

温 の 違 い で 約 4 度 の 幅 に 全 て 含 ま れ る こ と を 考 え る と

（ 図 1）、 そ の イ ン パ ク ト の 大 き さ が 理 解 さ れ ま す 。  

こ こ で は 、主 に 作 物 生 産 に お け る 適 応 策 に つ い て 、農

業 試 験 場 に お け る 検 討 な ど を 基 に 私 見 を 交 え て ご 紹 介

し ま す 。  

 

 

適 応 策 の 検 討 に 先 だ っ て は 、最 も 脆 弱 性 の 高 い 作 物 、地 域 を 明 ら か に す る た め の 現 状 把 握 と 将 来 予

測 が 必 要 で す 。こ の 分 野 の 基 盤 と な る の は 長 期 的 な モ ニ タ リ ン グ デ ー タ で あ り 、作 況 調 査 や 病 害 虫 分

野 の 発 生 予 察 が 今 後 も 重 要 で す 。ま た 、作 物 の 生 育 、収 量 や 品 質 に 対 す る 気 象 要 因 の 影 響 を 過 去 の 知

見 に 基 づ い て 整 理 す る と と も に 、生 育 予 測 モ デ ル の 開 発 と 検 証 を す す め る 必 要 が あ り ま す 。作 物 へ の

温 暖 化 影 響 に つ い て 、水 稲 に つ い て は 国 の 研 究 機 関 を 中 心 に 多 く の 予 測 例 が あ り ま す が 、本 道 の 畑 作

物 や 飼 料 作 物 に つ い て の 検 討 例 は ほ と ん ど な い こ と か ら 、現 在 、こ れ ら の 影 響 予 測 に 取 り 組 ん で い る

と こ ろ で す 。  

想 定 さ れ る 適 応 策 は 多 岐 に 亘 る こ と か ら 、適 応 の た め に 特 別 な 対 策 を 別 途 講 じ る の で は な く 、既 存

の 技 術 開 発 体 系 の 中 に 温 暖 化 適 応 の 視 点 を 組 み 入 れ て 実 施 す る こ と が 効 率 的 と 考 え ら れ ま す 。想 定 さ

れ る 事 象 の 例 と し て は 、気 温 上 昇 に よ る 作 物 収 量・品 質 の 変 動 、新 た な 病 害 虫 の 発 生 、降 雨 変 動 の 激

化 に 伴 う 干 ば つ・湿 害 の 増 加 、土 壌 浸 食 の 激 化 、道 東 に お け る 土 壌 凍 結 の 減 少 な ど が あ り 、対 応 と し

て は 高 温 障 害 回 避 技 術 を 含 む 栽 培 技 術 の 変 更 、新 た な 病 害 虫 対 策 、作 物 品 種 開 発 に お け る 高 温 耐 性 ・

病 害 虫 耐 性 の 強 化 、 な ど が 考 え ら れ ま す （ 表 １ ）。 土 壌 管 理 の 面 で は 特 に 水 分 変 動 に 対 す る 緩 衝 力 を

高 め る こ と が 重 要 と 考 え ら れ ま す 。ま た 、温 室 効 果 ガ ス の 発 生 抑 制 や 化 石 燃 料 の 長 期 的 な 価 格 上 昇 な

ど も 考 慮 す る と 、 栽 培 技 術 は よ り 省 資 源 ・ 省 エ ネ ル ギ ー な も の に シ フ ト し て ゆ く 必 要 が あ り ま す 。  
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想定される適応策 
図 1 現在の気温平年値の分布 



   

表 １  気 候 変 動 に 伴 っ て 想 定 さ れ る 事 象 と 作 物 生 産 に お け る 適 応 策  

作物 想定される事象 適応策等 

水稲 

 

・作付期間の気温上昇、耕作適期の拡大 

（夏季の気温上昇幅は他の季節より小さい傾向

があり、変動も大きいことから、当面は冷害

への警戒も必要） 

・登熟期間の高温 

・病害虫の発生・発生相の変化 

・融雪の早まりによる用水確保の不安定化 

 

・気象変動に対応した育種目標の設定（

作期、収量、品質） 

・作付地帯区分の見直し 

・直播栽培技術、省力移植技術（晩植、

稚苗）の拡大 

・高温障害回避技術 

・初期生育促進技術の見直し 

・病害虫対策、特にいもち病、カメムシ、

ウンカ等への対策強化 

秋まき小

麦 

 

・秋季の温暖化による縞萎縮病の増加、生育初期

の過繁茂 

・積雪量・期間の減少による雪腐病の減少 

・登熟期間の多雨による赤かび病の増加 

・冬期の降雨による凍結害の発生 

・高温による登熟期間の短縮と減収 

・病害（縞萎縮病、赤かび病等）抵抗性

品種の開発 

・耐倒伏性の向上 

・は種時期、は種量、施肥の見直し 

・ほ場排水対策（傾斜均平化など） 

 

てんさい 

 

・栽培期間の拡大 

・生育期間の最低気温上昇による糖分の低下 

・秋期の温暖化による褐斑病被害の増加 

・直播栽培適地拡大への対応 

・病害抵抗性品種の導入促進 

・病害発生予測システム構築 

ばれいし

ょ 

・道東における土壌凍結の減少 

・耕作期間の気温上昇 

・野良いも対策 

・高温耐性、高でん粉価品種の開発 

豆 類  

 

・無霜期間の拡大 

・高温による種皮色の濃赤化、小粒化（小豆）

・栽培適地の見直し 

・障害抵抗性の強化  

飼 料 作

物  

・寒地型牧草における夏期の生育停滞、栄養価

の低下 

・耕作期間の拡大による牧草の収量・収穫回数

の増加 

・各種かび毒生産病害の増加（赤かび病、麦角

病など） 

・牧草の安定多収（高栄養価含む）、障害

抵抗性（高温耐性、干ばつ耐性、耐病

性）品種の開発 

・施肥技術の見直し 

共 通  ・融雪の早期化に伴う春先の土壌水分不足 

・降雨強度の増大に伴う土壌浸食の危険性増大

・降雨変動の増加による干ばつ、湿害の増加 

・新たな病害虫の発生・発生相の変化 

・雑草発生の増加 

・春期の土壌水分維持のための耕起管理

法 

・ほ場の排水対策、有効土層の確保 

・農地からの土砂流出防止対策 

・発生予察の高度化、発生予測システム

・省力的除草技術 

 

 

 

気 温 の 上 昇 に 伴 っ て 秋 ま き 小 麦 の 生 育・収 量 が ど う 変 わ る か を 、作 物 モ デ ル を 用 い て 予 測 し た 例 を

ご 紹 介 し ま す （ 志 賀 、 未 発 表 ）。 使 用 し た モ デ ル は ヨ ー ロ ッ パ で 開 発 さ れ 、 各 種 作 物 の 生 育 予 測 や 気

候 変 動 の 影 響 評 価 に 実 績 の あ る 「 WOFOST」 と い う モ デ ル で 、 生 育 ス テ ー ジ 、 炭 酸 同 化 、 蒸 散 、 呼

吸 、各 器 官 へ の 同 化 産 物 の 分 配 等 の 作 物 の 生 理 的 プ ロ セ ス に 基 づ い て 生 育 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い

ま す （ 図 2）。  

空 知 管 内 の ア メ ダ ス 長 沼 に お け る 平 年 値 を 現 在 の 気 象 と し 、将 来 に つ い て は 以 下 の よ う な 条 件 を 仮

定 し て 計 算 を 行 い ま し た 。① 気 象 庁 の 温 暖 化 予 測 情 報 を 参 考 に 月 別 の 気 温 上 昇 を 仮 定 し 、年 平 均 気 温

が １ ℃ 上 が る と 夏 場 の 気 温 上 昇 は そ の ８ 割 程 度 と す る 。② 日 射 量 と 降 水 量 は 現 在 並 み 。③ ホ ク シ ン 相

当 の 生 育 反 応 を す る 。④ 二 酸 化 炭 素 の 増 加 は 加 味 せ ず 。⑤ 起 生 期 と な る 気 温 条 件 を 現 在 並 と し 、春 先

の 気 温 上 昇 に 伴 っ て 起 生 期 が 前 進 す る 。  

作物モデルによる生育予測の例 



   

そ の 結 果 を 表 2 に 示 し ま す 。 現 在 の 気 象 条 件 下 で は 、 成 熟 期 は 7 月 19 日 、 開 花 か ら 成 熟 ま で の

登 熟 日 数 は 41 日 、水 分 供 給 が 円 滑 に 行 わ れ た 場 合 の 最 大 可 能 収 量 は ha 当 た り 7.8 ト ン 、土 壌 の 保

水 力 を 考 慮 し て 干 ば つ な ど の 可 能 性 も 含 め た 最 大 可 能 収 量 は 6.2 ト ン と な り ま す 。一 方 、将 来 的 に 年

平 均 気 温 が 上 昇 し た 場 合 は そ の 分 生 育 が 前 進 し 、 登 熟 期 間 の 気 温 は そ れ ほ ど 上 が ら な い と い う こ と

で 、登 熟 日 数 や 収 量 は 意 外 な く ら い 変 わ ら な い と い う 結 果 と な り ま し た 。従 来 の 小 麦 に 対 す る 予 測 の

例 で は 、気 温 が 上 が る と 登 熟 期 間 が 短 縮 し 減 収 す る と い う 結 果 が 多 い の で す が 、生 育 ス テ ー ジ 自 体 が

前 進 す る と 考 え る と 、収 量 は そ れ ほ ど 変 わ ら な い 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 結 果 と な っ て い ま す 。し か し な

が ら 、歴 史 的 な 高 温 年 と な っ た 今 年 は 、登 熟 日 数 の 短 縮 と 日 照 時 間 の 不 足 が 小 麦 の 減 収 に つ な が っ た

と す る 見 方 が あ り 、 さ ら に 様 々 な ケ ー ス に つ い て の 検 討 が 必 要 と 考 え ら れ ま す 。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2010年 9月 7日（ 火 ）～ 9日（ 木 ）に お い て 、日 本 土 壌 肥 料 学 会 2010

年 度 北 海 道 大 会 が 行 わ れ 、（ 財 ） 北 海 道 農 業 近 代 化 技 術 研 究 セ ン タ ー の

高 木 優 次 様 が 、作 成 さ れ た ポ ス タ ー「 Ｌ Ｃ Ａ 手 法 に よ る 圃 場 整 備 に 関 わ

る 温 室 効 果 ガ ス 発 生 量 の 評 価 」 で ポ ス タ ー 賞 を 受 賞 さ れ ま し た 。  

こ の 内 容 に つ い て は 、本 年 5月 に 発 行 し て い る 部 会 だ よ り で 、農 政 部

農 村 計 画 課 三 上 主 査 が 報 告 し て い る「 地 球 温 暖 化 に 係 る 農 業 農 村 整 備 事

業 の Ｌ Ｃ Ａ 調 査 」 の デ ー タ 等 を 基 に 、（ 独 ） 北 海 道 農 業 研 究 セ ン タ ー の

永 田 修 氏 の 協 力 を 得 て 、ビ ジ ュ ア ル で 解 り や す く ま と め ら れ た ポ ス タ ー

と な っ て い ま す 。  

高 木 様 、 ポ ス タ ー 賞 受 賞 お め で と う ご ざ い ま す 。  

 

◇ 本 部 会 の 情 報 収 集 ・ 発 信 Ｗ Ｇ ◇   北 海 道 農 政 部 農 村 振 興 局 農 村 計 画 課  農 地 計 画 グ ル ー プ  
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年平均
気温 成熟期

登熟
日数

最大可能収量(t/ha)
気温・日射

より
干ばつを

考慮

現在 7月19日 41 7.8 6.2

＋1度 7月13日 41 7.9 6.4

＋2度 7月7日 40 7.9 6.5

＋3度 7月2日 40 7.8 6.5

年平均
気温 成熟期

登熟
日数

最大可能収量(t/ha)
気温・日射

より
干ばつを

考慮

現在 7月19日 41 7.8 6.2

＋1度 7月13日 41 7.9 6.4

＋2度 7月7日 40 7.9 6.5

＋3度 7月2日 40 7.8 6.5図 2 生育モデル「WOFOST」の構造

表 2 長沼における秋まき小麦の生育・収量の

変動試算例 
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